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計根別農協裏庭にて
秋晴れと紅葉の見事なコントラスト

10

23 農協事務所外壁工事完了
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2010ワールドディーエキスポ

北米・カナダ酪農視察（報告）

酪
農
課
　
深
見
　
　
亮

　

十
七
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
を
経
て
、

ア
メ
リ
カ
本
土
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

空
港
に
到
着
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

〜
シ
カ
ゴ
〜
ト
ロ
ン
ト
を
巡
り
、
北

米
・
カ
ナ
ダ
八
日
間
の
酪
農
視
察
を

石
毛
理
事
と
共
に
終
え
て
き
ま
し
た

の
で
報
告
致
し
ま
す
。

　

先
ず
は
、
ア
メ
リ
カ
は
カ
ル
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
の
大
型
酪
農
を
一
件
、
カ

ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
で
酪
農
を
一
件
、

最
後
に
世
界
最
大
の
乳
牛
シ
ョ
ウ

『
ワ
ー
ル
ド
デ
イ
リ
ー
エ
キ
ス
ポ
』

を
視
察
致
し
ま
し
た
。

粕類は近くで採れるトマトや葡萄が多く
この写真はアーモンドの殻です

見事！ 2年連続チャンピオンに輝いた
ハービュー ロイ フロスティ号　　

オーナーのデ・ベルデさん？
「酪農はオ〜モロ〜！」

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
て
記
念
撮
影

【
酪
農
視
察
】

　

酪
農
視
察
は
二
戸
と
少
な
い
感
じ

は
し
ま
す
が
、
さ
す
が
は
ア
メ
リ
カ

国
土
が
広
す
ぎ
る
た
め
に
、
移
動
距

離
が
非
常
に
長
く
二
件
が
限
界
で
し

た
。

　

現
在
の
米
国
酪
農
情
勢
は
乳
価
が

下
が
り
、
乳
牛
淘
汰
を
行
っ
て
お
り

酪
農
家
は
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
一

戸
当
り
の
飼
養
頭
数
は
増
え
て
い
ま

す
。
特
に
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
が
あ

る
西
部
の
酪
農
地
帯
が
増
加
傾
向
で

全
米
最
大
の
酪
農
地
帯
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ア
メ
リ
カ
　
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

　
　
デ
・
ベ
ル
デ
牧
場

経
産
牛
飼
養
頭
数　

二
、五
〇
〇
頭

搾
乳
施
設　

六
六
頭
ロ
ー
タ
リ
ー

パ
ー
ラ
ー
（
三
回
搾
乳
）

使
用
精
液　

殆
ど
が
雌
雄
判
別
精
液

（
七
〇
％
雌
）
を
使
用
し
て
い
る
。

一
本
三
〇
＄
（
二
、四
〇
〇
円
）。
雌

牛
の
生
産
が
過
剰
と
な
り
市
場
価
格

が
暴
落
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

最
後
に
オ
ー
ナ
ー
に
酪
農
の
魅
力

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、『
経
営
は
難
し

い
事
が
お
も
し
ろ
い
！
乳
価
が
昨
年

の
半
分
に
な
り
、
ど
こ
で
コ
ス
ト
を

抑
え
生
産
を
上
げ
る
か
だ
。』
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
を
頼
む
こ
と
は
？
『
絶

対
に
な
い
!!
』
と
酪
農
の
最
大
の
魅

力
は
経
営
だ
そ
う
で
す
。

（上）親牛舎（下）育成牛舎　端がぼやけて見えました

66頭ロータリーパーラー常時３名で搾乳

ア
メ
リ
カ
　
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

　
　
デ
・
ベ
ル
デ
牧
場
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カ
ナ
ダ
　
ト
ロ
ン
ト

　
　
サ
ミ
ッ
ト
ホ
ル
ム
牧
場

経
産
牛
飼
養
頭
数　

三
〇
〇
頭

未
経
産
牛
飼
養
頭
数　

二
五
〇
頭

労
働
人
員　

家
族
四
人

　
　
　
　
　

搾
乳
パ
ー
ト
二
人

搾
乳
施
設　

十
六
頭
ダ
ブ
ル
ミ
ル
キ

ン
グ
パ
ー
ラ
ー
（
三
回
搾
乳
）

牛
群
能
力　

平
均
乳
量
一
二
、八
〇
〇

キ
ロ

　

収
入
の
九
十
五
％
が
生
乳
で
残
り

五
％
が
個
体
販
売
（
廃
用
牛
・
ヌ
レ

子
）、
乳
価
は
一
㌔
七
〇
円
で
一
年

間
を
通
じ
変
動
は
し
な
い
。

ア
メ
リ
カ
　
マ
デ
ィ
ソ
ン
郡

　
　
ワ
ー
ル
ド
　
デ
イ
リ
ー
　
エ
キ
ス
ポ
2010

　

世
界
最
高
峰
と
さ
れ
て
い
る
乳
牛
の
シ
ョ

ウ
で
す
が
、
人
の
多
さ
と
会
場
の
広
さ
に
圧

倒
さ
れ
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
未
経
産
は
前

日
に
終
了
し
て
し
ま
い
、
見
る
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
経
産
牛
は
全
て
見
る
こ

と
が
で
き
、
一
頭
一
頭
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
数
頭
を
写
真
に
収
め
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

カナダでは地震や雪が少ないため、木造牛舎が
多い。天井は鳥がとまれない構造になっている

右オーナー　左通訳さん
「儲かりまっか？」「ぼちぼちでんな！」

丁度、搾乳の最中でした

バ
ン
ガ
ー
サ
イ
ロ
真
中
は

タ
イ
ヤ
置
き
場

サイレージ調整作業は全て業者に委託
１ha400㌦、機械は購入し作業を委託する

75haを２日で終了する

カ
ナ
ダ
　
ト
ロ
ン
ト

　
　
サ
ミ
ッ
ト
ホ
ル
ム
牧
場

ア
メ
リ
カ
　
マ
デ
ィ
ソ
ン
郡

　
　
ワ
ー
ル
ド
　
デ
イ
リ
ー
　
エ
キ
ス
ポ
2010

２才ジュニア１位
ローズデール レキシントン

４才１位
ブラックレイファーム ゴールドウイン ステラ

５才１位
レイニーリッジ タレント バーバラ　

名牛　バドジョン JKリンジェット
エイリーン 10才

ハービュー ロイ フロスティ（入場時）
入場時、場内がざわついた

名牛　ＥＫ オシアナ アンブローシア
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年部　　　版

開
会
に
当
た
り
挨
拶
を
す
る
Mr.
け
ね
べ
つ
鈴
木
会
長

今
回
、会
長
の
為
に
我
が
青
年
部
は
や
り
ま
し
た
よ
！

青年の主張発表大会代表の杉本君。
ハプニングに負けず、勝ち取りました！

目指せ！全国大会!!

アームレスリング大会代表の山本君
体格差をものともせず、圧倒的強さで優勝！

今年こそ全道優勝を！

分科会で座長を務めた二瓶部長。
昨年に引き続き、計根別抱かれたい男No.１です

計根別大活躍！
青年の主張発表大会　杉本聡史君！
アームレスリング大会　山本博一君！全道大会進出!!

根室地区ＪＡ青年部大会

　

十
一
月
四
日
（
木
）
に
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

プ
ラ
ザ
寿
宴
に
て
根
室
地
区
Ｊ
Ａ
青
年

部
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
催
に
当

た
り
、
鈴
木
地
区
青
協
会
長
よ
り
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、「
全

国
の
青
年
部
協
議
会
を
挙
げ
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ

を
反
対
す
る
！
」
と
確
固
た
る
決
意
を
表

明
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
の
講
演
に
は
、
根
室
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
事
業
部
の
太
田
氏
よ
り
「
宮
崎
県
口
蹄

疫
対
策
に
参
加
し
て
」
と
い
う
演
題
で
お

話
し
を
い
た
だ
き
、
実
際
に
感
染
牛
を
処

理
し
て
い
る
写
真
に
現
場
の
悲
惨
さ
が

ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
も
う

二
度
と
出
し
て
は
な
ら
な
い
と
感
じ
ま

し
た
⋮
。

　

ま
た
、
大
会
で
は
年
代
ご
と
に
分
か
れ

て
自
分
の
想
い
を
発
表
し
、
意
見
を
出
し

合
う
「
分
科
会
」、
自
分
の
想
い
を
主
張

す
る
「
青
年
の
主
張
発
表
大
会
」、
腕
自

慢
が
競
い
合
う
「
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大

会
」
も
行
わ
れ
、
計
根
別
青
年
部
か
ら
は

「
青
年
の
主
張
発
表
大
会
」
に
は
杉
本
聡

史
君
（
東
部
支
部
）
が
、「
ア
ー
ム
レ
ス

リ
ン
グ
大
会
」
に
は
山
本
博
一
君
（
大
成

支
部
）
が
出
場
し
、
な
ん
と
！
二
名
と
も

に
み
ご
と
一
番
!!
計
根
別
青
年
部
の
代

表
が
大
活
躍
し
ま
し
た
。

　

杉
本
君
と
山
本
君
は
十
二
月
二
日

（
木
）、
三
日
（
金
）
で
行
わ
れ
る
全
道
Ｊ

Ａ
青
年
部
大
会
の
出
場
権
を
獲
得
！
現

在
、
全
道
大
会
に
向
け
猛
特
訓
中
で
す
！

　

皆
さ
ん
！
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
!!　

  　
　
　
（
事
務
局　

吉
田
）
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y 収穫祭 y
　

先
月
号
で
も
掲
載
さ
れ
ま
し
た

が
、
十
月
二
十
三
日
（
土
）
に
秋
の

収
穫
祭
が
開
催
さ
れ
、
青
年
部
で

も
恒
例
の
ジ
ャ
ン
ボ
ハ
ン
バ
ー
グ

販
売
（
牛
乳
付
き
）
と
牛
の
模
型
を

使
っ
た
搾
乳
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

搾
乳
体
験
で
も
子
供
た
ち
が
笑

顔
で
搾
乳
！
将
来
の
酪
農
の
担
う

子
供
た
ち
を
目
に
焼
き
付
け
ま
し

た
。
青
年
部
員
も
負
け
て
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
ね
。

　

そ
し
て
、
も
ち
ろ
ん
ジ
ャ
ン
ボ
ハ

ン
バ
ー
グ
は
今
回
も
大
人
気
御
礼
！
完
売
致
し
ま
し
た
!!

　

た
だ
⋮
今
回
は
焼
肉
食
べ
放
題
と
い
う
強
敵
が
⋮
。
二
回
目
販
売
時
は

い
つ
も
の
行
列
が
短
い
！
と
い
う
こ
と
に
⋮
。
で
す
が
、
青
年
部
は
負
け

ま
せ
ん
！
呼
び
掛
け
や
売
り
歩
き
を
行
い
、
見
事
完
売
致
し
ま
し
た
。

　

食
べ
て
い
た
だ
い
た
方
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
是
非
ま
た
、
食

べ
に
来
て
下
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
事
務
局　

吉
田
）

鉄板の隙間から焼加減を見る久保副部長
あれ？ウインナー？

もしかして見てたのはそっち？

青年部の部長＆監事コンビ…
笑顔の鹿野監事とすっごい嫌そうな二瓶部長
決して、仲が悪いわけでは…ないですよね？

搾乳体験
酪農の未来を築くのは君だ！

今月の

第5回　ロマンスグレー会
　　　新そば早食い大会？？？？？

参加者は
計根別中学校代表
米塚校長と
農協代表
金野課長の一騎打ち !!

「校長先生には
髪の白さでは負けて
いるが、早食いでは
絶対に負けません」

「うぉ～りゃ～…」
ズゥズゥズゥズゥ…
「ド～ダ !!」

「私も校長の面子が
あるので絶対に
負けられない !!!!」
ズゥズゥズゥズゥ…

稲村教頭
「二人ともこんな
場所ではり合うの
はやめて下さい」
「どうもすみません」
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文化財巡り
　

九
月
二
十
八
日
、
緑
会
八
名
参
加

で
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て

ま
す
、
旧
土
田
旅
館
（
武
佐
）・
中

標
津
町
郷
土
館
緑
个
丘
分
館
と
武
佐

に
あ
り
ま
す
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
を

視
察
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
に
も
雨
が
降
り
そ
う
な
中
、
昨

年
の
旧
北
海
道
農
事
試
験
場
に
続
き

二
回
目
の
文
化
財
巡
り
と
な
り
ま
し

た
。
最
初
に
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
へ

行
き
、
沢
山
の
キ
リ
ス
ト
の
絵
を
見
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
か
ら
す
ぐ
近
く
に
あ
る
、旧
土
田
旅
館
（
現
在
北
村
家
住
宅
）

へ
行
き
、玄
関
に
一
歩
踏
み
入
れ
る
な
り
思
わ
ず
「
う
わ
ー
っ
凄
い
」

と
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
目
の
前
に
は
階
段
が
あ
り
、
と
て
も
丈
夫

で
頑
丈
、
廊
下
も
厚
い
板
を
使
っ
て
広
く
作
ら
れ
て
ま
し
た
。

　

北
村
さ
ん
は
骨
董
品
が
好
き
で
、
昔
の
「
茶
だ
ん
す
」
や
「
座
布

団
た
ん
す
」
や
小
物
な
ど
が
置
か
れ
て
お
り
、
今
で
は
目
に
し
な
い

珍
し
く
、
懐
か
し
い
も
の
が
あ
り
楽
し
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
旧
農
試
か
ら
森
林

公
園
へ
移
動
さ
せ
た
郷
土
館

緑
个
丘
分
館
へ
行
き
ま
し
た
。

こ
の
建
物
の
屋
根
に
特
徴
が
あ

り
頑
丈
な
作
り
に
な
っ
て
ま
し

た
。　

　

中
に
は
、
昔
の
作
業
機
や
馬

の
道
具
、
作
物
の
種
な
ど
が
展

示
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。　

中

標
津
町
に
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い

物
が
未
だ
に
残
し
て
あ
る
ん
だ

な
と
感
激
し
た
一
日
で
し
た
。

　
　
　
　
︽
大
成　

小
林
誉
子
︾

種
や
馬
に
使
う
道
具
が
い
っ
ぱ
い

﹁
懐
か
し
い
わ
～
﹂

緑会

　

十
月
十
四
～
十
五
日
北
広
島
市
に
あ
る
「
く
る

る
の
杜
」
を
視
察
に
札
幌
へ
一
泊
二
日
で
部
員

十
三
名
が
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
く
る
る
の
杜
」
で
食
事
を
し
て
か
ら
い
ろ
い
ろ

見
よ
う
と
農
村
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
行
く
と
、
一
時
間

半
待
ち
!!

で
お
腹
を

減
ら
し
て

来
た
皆
に

は
と
て
も

待
て
な
い

時
間
で
し

た
の
で
、

「
く
る
る

の
杜
」
か

ら
出
て
他

の
場
所
で

食
事
を
し

て
か
ら
ま

た
、
戻
っ

て
き
ま
し
た
。
農
産
物
直
売
所
へ
行
き
、
皆
さ
ん

家
族
の
こ
と
を
思
い
、
ご
飯
の
お
か
ず
に
な
り
そ

う
な
物
を
買
っ
て
そ
の
場
か
ら
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
「
く
る
る
の
杜
」
で
は
食
事
が
で

き
な
か
っ
た
け
れ
ど
夜
の
食
事
、
次
の
日
の
昼
食

を
ほ
ぼ
皆
で
食
べ
る
事
が
で
き
た
の
で
充
分
に
親

睦
し
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
出
来
た
研
修
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
︽
事
務
局
・
岩
本
︾

女
性
部
視
察
研
修

郷土館へ行く道です。緑がいっぱい

天気が良くて、まぶしい中撮りました…

旧
土
田
旅
館
内
で
す

郷
土
館
前
で
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緑会

押
し
花
キ
�
ン
ド
ル
作
り

　

十
月
二
十
六
日
、
緑
会
は
家
の
光
専
任
指
導
員

の
萩
原
さ
ん
を
お
招
き
し「
押
し
花
に
関
す
る
話
」

と
「
押
し
花
体
験
」
花
や
野
菜
を
カ
ッ
ト
し
て
、

押
し
花
の
や
り
方
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

押
し
花
の
基
本
を
教
え
て
も
ら
っ
た
あ
と
、
会

員
そ
れ
ぞ
れ
が
持
っ
て
き
た
キ
ャ
ン
ド
ル
に
押
し

花
を
貼
っ
て
と
て
も
素
敵
な
キ
ャ
ン
ド
ル
が
出
来

上
が
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
︽
事
務
局
・
岩
本
︾

女性のための講習会
　

十
月
二
十
七
日
、
中
標
津
町
マ
ル
エ
ー
温
泉
に
て
、

酪
農
家
女
性
を
対
象
に
根
室
地
区
農
業
共
済
組
合
計

根
別
地
区
事
業
推
進
協
議
会
主
催
、
計
根
別
農
協
女

性
部
協
賛
で
「
女
性
の
た
め
の
講
習
会
」
を
開
催
致

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
﹃
口
蹄
疫
﹄
に
つ
い
て
根
室
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

事
業
部
の
太
田
獣
医
師
に
講
習
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

口
蹄
疫
の
原
因
や
特
徴
に
つ
い
て
の
話
を
聞
い
た

後
、
実
際
に
宮
崎
県
で
「
口
蹄
疫
対
策
に
参
加
」
し

た
リ
ア
ル
な
話
が
聞
け
た
の
で
、
口
蹄
疫
の
本
当
の

恐
ろ
し
さ
な
ど
が
わ
か
り
、
日
常
の
衛
生
管
理
の
重

要
性
を
感
じ
る
と

共
に
「
命
」
の
と

う
と
さ
を
実
感
し

ま
し
た
。

︽
事
務
局
・
岩
本
︾

キャンドルに花をデザイン中…真剣な３人
「あらっ！近藤さん、上手ネ！」

とうがらしも押し花にしちゃってます

カ
ラ
フ
ル
で
ス
テ
キ
な﹁
キ
ャ
ン
ド
ル
﹂で
き
ま
し
た

キ
ャ
ン
ド
ル
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
氏
に
負
け
な
い
!?
作
品
…

眠
く
な
っ
て
き
た
な
ぁ

太田獣医師から説明を受けてます

一つ一つ丁寧に教えて下さる萩原さん
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ステップアップ講座
土壌
施設班営
農
計
画
樹
立
に
向
け
乳
量
計
算

講師の吉田大先生！「味元君わかるかね」

「吉田先生？」「何ですか」
「おしっこ・・・！」

パソコンが似合う男　唐崎幸道
「あれ!!老眼来たかな？？」

「そんなアホナ、まだ20代ヤデ」

？
？ ？

モ
ア
ン
牧
場
か
ら
元
気
に
帰
省

　

今
年
の
五
月
に
広
々
と
し
た
モ
ア

ン
牧
場
に
入
牧
さ
れ
、
す
く
す
く
と

成
長
し
た
乳
牛
た
ち
が
十
一
月
一
日

と
十
一
月
八
日
の
二
日
間
に
亘
り
故

郷
の
牧
場
へ
帰
省
し
ま
し
た
。

　

今
年
に
つ
い
て
は
、
雪
に
も
当
ら

ず
比
較
的
に
暖
か
い
時
期
に
下
牧
さ

れ
、
牛
た
ち
も
楽
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
下
牧
し
た
牛
た

ち
は
一
回
り
も
二
回
り
も
大
き
く
な

り
、
ま
た
、
妊
娠
牛
に
な
り
親
元
へ

と
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
り
帰
っ
て
行
き
ま

し
た
。

　

今
年
の
入
牧
頭
数
は
延
べ
で
一
，

一
七
五
頭
、
夏
の
猛
暑
を
考
え
る
と

比
較
的
に
事
故
も
少
な
か
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
戻
っ
て
き
た
牛
た
ち

は
足
腰
を
十
分
に
鍛
え
計
根
別
の
生

産
乳
量
を
支
え
る
後
継
牛
に
育
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

根
室
の
牛
群
は
強
健
な
足
腰
が
売

り
で
す
。
是
非
、
み
ど
り
溢
れ
る
モ

ア
ン
牧
場
に
入
牧
し
、
健
康
な
牛
づ

く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
来
年
も

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

十
一
月
八
日
～
九
日
の
二
日
間
に
亘
り
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
で
は
今
年
も
営
農
計
画

樹
立
に
向
け
乳
検
成
績
を
活
用
し
た
乳
量
計

算
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
師
は
営
農
支
援
課
の
ホ
ー
プ
吉
田
係
が

つ
と
め
二
十
六
名
が
集
ま
り
マ
イ
パ
ソ
コ
ン

等
に
乳
検
情
報
を
入
力
し
た
り
、
パ
ソ
コ
ン

が
無
い
人
は
用
紙
に
一
頭
ご
と
に
手
書
き
で

記
入
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
慣
れ
な
い
パ
ソ
コ
ン
に
悪
戦
苦

闘
し
つ
つ
何
と
か
乳
量
計
算
は
出
来
上
が
り

ま
し
た
。
し
か
し
営
農
計
画
は
こ
れ
か
ら
で

す
。
仕
事
の
傍
ら
大
変
だ
と
は
思
い
ま
す

が
、
営
農
を
行
う
上
で
営
農
計
画
は
非
常
に

大
切
な
こ
と
で
す
の
で
家
族
と
相
談
し
な
が

ら
き
っ
ち
り
と
計
画
し
、
そ
の
計
画
に
向
か
っ

て
営
農
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

﹁
ハ
イ
。次
の
方
ど
う
ぞ
!!
﹂

﹁
割
込
は
駄
目
で
す
よ
﹂﹁
順
番
、順
番
!!
﹂
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計根別和牛生産振興会

白黒通信

平成22年授精技術研究発表
　

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
一
～
二
十
二
日
に
第
六
十
六
回
北
海
道
家
畜
人

工
授
精
技
術
研
修
大
会
が
帯
広
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
道
各
地
、
合
計

二
十
一
題
の
演
題
が
で
る
な
か
計
根
別
農
協
か
ら
三
題
の
研
究
発
表
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

初
日
、
緊
張
し
な
が
ら
も
加
賀
谷
宏
実
さ
ん
と
片
岡
美
幸
さ
ん
が
発
表
し
、

二
日
目
に
中
條
匡
晃
君
が
発
表
し
ま
し
た
。
そ
し
て
研
究
発
表
講
評
で
加
賀

谷
宏
実
さ
ん
が
発
表
し
た
「
計
根
別
農
協
に
お
け
る
雌
雄
判
別
精
液
の
受
胎

調
査
」が
優
秀
賞
と
な
り
見
事
全
国
大
会
へ
と
行
く
事
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

中
條
匡
晃
君
が
発
表
し
た
「
養
老
牛
乳
牛
改
良
同
志
会
の
取
り
組
み
」
が
努

力
賞
、
片
岡
美
幸
さ
ん
発
表
の
「
計
根
別
農
協
に
お
け
る
カ
ウ
コ
ン
フ
ォ
ー

ト
の
取
り
組
み
」
も
好
評
価
を
受
け
ま
し
た
。
計
根
別
農
協
の
研
究
発
表
に

対
し
て
大
会
委
員
長
か
ら
も
好
評
価
を
得
た
の
で
今
後
も
日
々
の
仕
事
を
通

じ
研
究
を
持
続
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
（
酪
農
課　

森
脇
）

研究発表が終わり安堵の表情の演者3人
「全国の切符、取ったど〜!!」真ん中、加賀谷さん

お世話になった酪農学園の小山教授と一緒に

真
剣
に
研
究
発
表
し
て
い
る
？
中
條
君

質問されてもすらーっと回答する片岡姉さん
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十
月
十
日
～
十
七
日
に
行
わ
れ
た
、
平
成
二
十
二
年
度　

王
座
決
定
戦
中

標
津
大
会
に
お
い
て
、
計
根
別
農
協
野
球
部
が
見
事
初
優
勝
!!

　

初
め
て
、
王
座
の
優
勝
旗
が
中
標
津
本
町
を
超
え
計
根
別
に
!!

　

王
座
決
定
戦
と
は
、
今
年
一
年
間
の
各
大
会
の
優
勝
・
準
優
勝
チ
ー
ム
が

集
ま
り
、
中
標
津
の
頂
点
を
決
め
る
大
会
で
あ
り
ま
す
。

　

計
根
別
農
協
は
、
高
松
宮
二
部
・
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ
（
Ａ
級
）
で
優
勝
し

出
場
権
を
獲
得
し
、
今
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

　

雨
の
影
響
で
試
合
日
程
が
ず
れ
込
み
、
農
協
野
球
部
の
試
合
は
十
六
日
の

ナ
イ
タ
ー
、
十
七
日
の
連
戦
（
二
日
で
三
試
合
）
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

し
か
し
、
選
手
達
は
﹃
初
優
勝
﹄
を
合
言
葉
に
、
若
手
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま

で
目
標
を
再
確
認
し
、
試
合
に
臨
み
ま
し
た
。

　

初
戦
は
、若
手
主
体
の「
ゴ
ン
ザ
レ
ス
」。一
度
勢
い
に
乗
っ
た
ら
怖
い
チ
ー

ム
で
す
。

　

計
根
別
農
協
は
、
二
点
を
先
制
し
途
中
追
い
つ
か
れ
る
も
、
終
盤
に
勝
ち

越
し
、
投
げ
て
は
エ
ー
ス
菅
原
投
手
が
相
手
打
線
か
ら
十
奪
三
振
を
奪
う
好

投
を
み
せ
、
三
対
二
で
準
決
勝
に
駒
を
進
め
ま
し
た
。

　

一
夜
明
け
て
の
準
決
勝
。
相
手
は
今
年
一
度
負
け
て
い
る「
消
防
ク
ラ
ブ
」

気合で守る川目選手「今だ！得意の隠し球」

３連投のエース菅原投手.

笑顔を見せる三連投のエース菅原投手

中
條
選
手
の
ナ
イ
ス
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ

今大会の表彰選手
（右から山下選手　菅原選手　中條選手）

計根別農協野球部が　見事王座初優勝!!
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戦
。
序
盤
の
三
回
ま
で
両
投
手
が
力
投
。
中
盤
に
先
制
し
、
六
回
に
は
中
條

選
手
の
タ
イ
ム
リ
ー
ヒ
ッ
ト
で
二
対
〇
。
投
げ
て
は
、
エ
ー
ス
菅
原
選
手
が

前
日
の
疲
れ
を
隠
し
な
が
ら
、
見
事
な
完
封
勝
利
で
決
勝
戦
に
駒
を
進
め
ま

し
た
。

　

い
よ
い
よ
決
勝
戦
。
相
手
は
、
王
座
決
定
戦
常
連
チ
ー
ム
で
優
勝
経
験
の

あ
る
中
標
津
町
役
場
。
本
格
左
腕
走
出
投
手
が
チ
ー
ム
を
引
っ
張
る
。

　

計
根
別
農
協
も
、
も
ち
ろ
ん
エ
ー
ス
菅
原
投
手
が
先
発
。
三
連
投
に
な
る

が
、
本
人
自
ら
志
願
し
、
選
手
全
員
の
魂
に
火
が
付
い
た
。

　

試
合
は
、
二
回
に
先
制
点
を
許
し
た
が
、
そ
の
裏
す
ぐ
に
追
い
つ
き
、
四

回
に
は
相
手
の
エ
ラ
ー
を
誘
い
、
二
点
を
追
加
。
そ
の
後
、
点
を
取
り
合
い

八
回
を
終
っ
て
六
対
二
と
リ
ー
ド
。
九
回
最
後
の
マ
ウ
ン
ド
に
は
、
三
連
投

の
疲
れ
が
ピ
ー
ク
の
エ
ー
ス
菅
原
投
手
で
し
た
が
、
ラ
ン
ナ
ー
は
出
し
た
も

の
の
要
所
を
押
さ
え
見
事
な
初
優
勝
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、こ
の
一
年
、当
農
協
野
球
部
は
野
球
を
通
じ
て
色
々

な
事
を
学
び
ま
し
た
。
野
球
シ
ー
ズ
ン
は
終
り
ま
す
が
、
選
手
一
同
色
々
な

か
た
ち
で
地
域
発
展
の
為
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
今
後
と

も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

計根別農協野球部が　見事王座初優勝!!

初優勝の農協野球部　「二連覇目指してガンバリマス!!」

今大会ＭＶＰのエース菅原投手

好リードの神内主将.

選手交代を告げる佐藤監督
「・・・に代えて 代打 俺!!」
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地元そばを使った新そば祭り
　

十
月
三
十
一
日
（
日
）
第
五
回
新
そ
ば
祭
り

が
中
標
津
町
交
流
セ
ン
タ
ー
（
計
根
別
）
で
開

催
さ
れ
、
町
内
で
収
穫
さ
れ
た
新
そ
ば
を
味
わ

う
た
め
大
勢
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
新
そ
ば
祭
り
は
計
根
別
地
区
の
文
化
祭

協
賛
事
業
の
一
環
で
、
中
標
津
手
打
ち
そ
ば
同

好
会
の
メ
ン
バ
ー
が
会
場
内
で
そ
ば
を
打
ち
、

地
元
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
か
き
揚
げ
、
計
根
別
幼

稚
園
・
小
学
校
が
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
無
償
で
提
供

し
て
く
れ
、
か
け
そ
ば
・
ざ
る
そ
ば
販
売
に
合

わ
せ
テ
ー
ブ
ル
を
に
ぎ
わ
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
で
は
そ
ば
と
牛
乳
の
消
費
拡

大
に
と
、
農
協
女
性
部
が
そ
ば
粉
を
使
用
し
た

パ
ン
ケ
ー
キ
を
焼
き
振
る
舞
い
、
中
標
津
農
業

高
校
で
は
そ
ば
プ
リ
ン
を
は
じ
め
乳
肉
の
加
工

品
や
野
采
等
の
即
売
会
を
行
い
ま
し
た
。裏方で手伝ってくれた計根別同志会

斉藤長市さんも舌鼓「うんめ〜な！」

農協の女性部による試食コーナー

石臼体験コーナー「うぉりゃー」

中
標
津
手
打
ち
そ
ば
同
好
会

農
高
の
即
売
会
﹁
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
﹂
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生 乳 販 売 情 報

市 場 情 報

平成22年度 10月末　管内農協生乳受託実績表　（㎏）

農　　協　　名
月　　　　　計 累　　　　　計

搾乳戸数
乳　　　量 前年比 乳　　　量 前年比

Ｊ Ａ 標 津 町 7,954,560 96.9 57,757,570 97.0 156
Ｊ Ａ 中 標 津 町 10,022,645 97.9 72,987,536 98.1 190
Ｊ Ａ 計 根 別 7,020,582 96.0 50,974,470 98.0 161
Ｊ Ａ 中 春 別 9,631,690 99.9 69,003,400 100.3 184

道
東
あ
さ
ひ

西 春 別 支 所 8,049,687 98.1 58,081,419 99.6 169
上 春 別 支 所 5,136,670 98.5 37,520,483 100.3 86
別 海 本 所 13,803,520 96.3 100,996,808 97.9 282
根 室 支 所 4,107,440 100.1 29,970,722 100.5 95

小　　　　計 31,097,317 97.6 226,569,432 99.1 632
合　　　　　計 65,726,794 97.7 477,292,408 98.7 1,323

ホクレン根室家畜市場 一般市場 10月10日開催分　税込み
畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差

初生・ホル　オス 246 245 70,350 105 35,788 11,920
初生・ホル　ﾌﾘｰﾏﾁﾝ 9 5 7,350 105 1,743 663
初生・ホル　メス 22 20 136,500 59,850 111,668 1,029
初生・Ｆ１　オス 91 90 211,050 5,250 148,633 18,874
初生・Ｆ１　メス 89 88 144,900 6,300 92,949 18,959
初生・和牛　オス 11 11 295,050 98,700 214,200 −29,050
初生・和牛　メス 8 7 216,300 89,250 177,600 −6,938
乳牛・ホル　育成 74 70 287,700 65,100 190,335 −1,540
乳牛・ホル　初妊 47 35 448,350 273,000 388,710 −70,779
乳牛・ホ無　初妊牛 6 5 397,950 315,000 357,000 −78,225
乳牛・ホル　経産 6 6 341,250 84,000 147,700 −97,913
乳牛・ホ無　経産 3 3 368,550 50,400 200,550 −58,275
肉素・和牛　オス 3 3 108,150 79,800 89,250 −17,850
肉素・和牛　メス 1 0
肉素・Ｆ１　メス 1 1 15,750 15,750 15,750 −26,250
肉素・Ｆ１　ヌキ 1 1 77,700 77,700 77,700 44,100
肉素・ホル中ﾄｸ　メス 4 4 67,200 5,250 32,550
肉素・ホル中ﾄｸ　オス 5 5 27,300 2,100 19,320 −8,190
肉素・ホル中ﾄｸ　ヌキ 2 2 15,750 13,650 14,700 −11,996
肉素・ホル12ヶ月以上メス 15 15 177,450 19,950 82,250 −25,200
肉素・その他　オス
廃 用 ・ 和 牛 1 1 81,900 81,900 81,900 −48,300
廃用・Ｆ１（交雑種） 1 1 110,250 110,250 110,250
廃 用 ・ ホ ル 209 209 168,000 24,150 62,171 −4,700
廃 用 ・ そ の 他 1 1 13,650 13,650 13,650 −28,350

ホクレン根室家畜市場 乳牛市場（セール）11月4日開催分 税込み
畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差

乳牛・ホル　初妊 478 321 577,500 317,100 489,064 −8,825
乳牛・ホル初妊ET 26 20 703,500 559,650 632,468 −13,282
乳牛・ホ無　初妊 14 7 525,000 387,450 445,200 6,300

合　　　　計 518 348 703,500 317,100 496,424 −8,653

計根別農協（ホクチクファーム）　初生トク　㌔単価　11月1日現在750円

ホクレン十勝地区家畜市場（音更町）
肉牛（和牛）市場　10月21日開催分　　　　　税込み

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
肉牛・黒毛　メス 482 467 571,200 158,550 341,585 −1,594
肉牛・黒毛　メス　ＥＴ 129 110 739,200 151,200 405,558 −3,866
肉牛・黒毛　メス計 611 587 739,200 151,200 353,925 −2,226
肉牛・黒毛　去勢 695 652 596,400 201,600 434,001 14,816
肉牛・黒毛　去勢　ＥＴ 207 189 559,650 163,800 442,939 8,010
肉牛・黒毛　去勢計 902 865 596,400 136,500 433,493 13,846
繁 殖 ・ 黒 毛 81 77 583,800 102,900 345,491 −37,006
廃 用 ・ 黒 毛 66 64 374,850 23,100 167,065 38,863

　　　　　11月１日現在
乳　　用　　種（区分） 頭   数 8 月との差

未 経 産 1 2 ヶ 月 未 満 3,730 − 40
未 経 産 1 2 ヶ 月 以 上 4,596 47
そ の 他 の 未 経 産 17 − 1

計 8,343 6
経 産 牛 （ ホ ル ） 11,348 − 1
そ の 他 の 経 産 牛 22 1

計 11,370 0
合　　　　　　　計 19,713 6

肉　　用　　種（区分） 頭   数 8 月との差
黒 毛 和 種 　 メ ス 291 − 3
黒 毛 和 種 　 オ ス 34 -3

計 325 − 6
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 メ ス 65 8
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 オ ス 54 4

計 119 12
合　　　　　　　計 444 6
総　　　合　　　計 20,157 12

計根別農協乳牛頭数・肉用牛頭数
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寒冷期の哺育管理

　

こ
れ
か
ら
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
季

節
で
す
。〇
～
四
〇
日
齢
の
子
牛
は
、

気
温
一
三
℃
以
下
に
な
る
と
、
寒
冷

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
始
め
ま
す
。
寒
さ

に
よ
る
子
牛
の
事
故
が
な
い
よ
う
万

全
の
対
策
を
行
い
、
今
年
の
冬
に
備

え
ま
し
ょ
う
。

一
．
施
　
設

　

清
潔
、
乾
燥
、
換
気
は
最
も
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
冬
は
こ
れ
ら
に

加
え
寒
冷
ス
ト
レ
ス
を
な
く
す
た
め

の
管
理
が
必
要
で
す
（
表
１
）。

二
．
初
　
乳

　

産
ま
れ
て
六
時
間
以
内
（
図
４
）

に
、
清
潔
な
初
乳
三
リ
ッ
ト
ル
以
上

を
飲
ま
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す

（
一
回
に
飲
め
な
け
れ
ば
二
～
三
回

に
分
け
て
飲
ま
せ
る
）。

　

免
疫
移
行
抗
体
の
濃
度
と
し
て
一

般
的
に
は
、

・
初
産
牛
よ
り
経
産
牛
が
濃
い

・
一
回
目
に
比
べ
、
二
回
目
に
搾
っ

た
初
乳
は
抗
体
が
半
分
に
な
る

・
導
入
牛
よ
り
既
存
の
牛
の
方
が
そ

の
農
場
に
適
し
た
抗
体
を
持
っ
て

い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、血
乳
、

乳
房
炎
乳
、
分
娩
前
漏
乳
し
た
初
乳

の
給
与
は
避
け
ま
す
。

三
．
栄
　
養

　

特
に
冬
期
は
栄
養
の
消
耗
が
早
い

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
同
じ
飼
養

環
境
、
同
じ
エ
サ
の
場
合
で
の
増
体

を
考
え
る
と
、二
〇
℃
で
プ
ラ
ス
〇
・

六
㎏
／
日
あ
る
増
体
が
、
マ
イ
ナ
ス

一
五
～
二
〇
℃
で
は
ス
ト
ッ
プ
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
２００１
）。

よ
っ
て
、以
下
の
対
策
が
必
要
で
す
。

・
代
用
乳
（
粉
ミ
ル
ク
）
を
一
〇
～

一
五%

給
与
量
を
増
や
す
、
も
し

く
は
エ
ネ
ル
ギ
ー(

Ｔ
Ｄ
Ｎ)

の
高

い
銘
柄
に
変
更
す
る

・
ス
タ
ー
タ
ー
の
給
与
量
を
増
や
す

・
ス
タ
ー
タ
ー
摂
取
量
の
増
加
を
早

め
る
た
め
、
冬
で
あ
っ
て
も
水
や

ぬ
る
ま
湯
な
ど
を
給
与
し
、
水
分

を
確
保
す
る

三
．
栄
　
養

二
．
初
　
乳

一
．
施
　
設

※ 1カーフジャケットは体温調節がうまくできなくなるので何度も着せたり脱がせたりしない。
※ 2マットなど下からの保温はアンモニア発生のリスクがあるので注意する。

図３　カーフジャケットの利用

図２　すきま風の防止 図１　ブールーシート、コンパネによる囲いの事例

表１　冬の寒冷ストレス対策
対 策 効 果

清潔で乾燥した十分な敷料、 天板の利用
( 図 1）

体が濡れて体熱が奪われるのを防ぐ

すきま風の防止 ( 図 2) 風により体温が奪われるのを防ぐ

運動場つきの屋外カーフハッチや換気の
良い個別ペンでの飼養

冬でも新鮮な空気をいつでも吸える
運動できる

カーフジャケット※ 1( 図 3) や投光器等の保
温器具の使用※２ 保温効果
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エキバシャ

【タテのカギ】
１　どうしよう…、学校が始

るのにまだまったく片付

いていない…

２　頑丈な囲い

３　えっ！　ショックで言葉

が出てこない…

４　不安定なこと

５　南極、ユーラシア

８　耳にあてると波の音が聞

こえる!?

９　○○は金なり

10　ハワイやグアム

12　クーラーよりも電気代が

お得！

15　低くて追試験を受けるは

めに…

17　木材の表面を削る大工道

具

18　遊園地の○○○屋敷に入

って度胸試し

19　遺跡から発掘される

【ヨコのカギ】
１　浜辺に吹いてくる

４　夏祭りに行くときの衣裳

６　「百合」と書く植物

７　風呂に入るととれる

９　○○○満面の笑み

10　カモメやカワセミなど

11　バッターが立つ場所

13　パスポートがないと行け

ない

14　ハンコのこと

15　住職さんが管理

16　カラメルソースをかけて

食べる洋菓子

17　タタキが美味い魚

19　「静」の反対

20　肌のお手入れは○○○ケ

ア

21　洋風だとバルーン

22　○○○は人の為ならず

¡正解者５名の方にすてきなプレゼントを
　さしあげます。なお、正解者多数の場合
　は抽選とさせていただきます。
《応募方法》左下の点線の部分を事務所内
（販売機横）の投書箱へ。または、組織
広報係までＦＡＸ（78-2556）お願いし
ます。
《締め切り》平成22年12月15日まで
　当選者の発表は「けねべつ」12月号誌上

クロスワードパズル

A B C

クロスワードパズル
住　所

ご意見をお寄せ下さい。（季節の便りなど何でもけっこうです）

氏　名

ＴＥＬ

答え

きりとり線

き
り
と
り
線

きりとり線

き
り
と
り
線

抽選の結果下記の方が当選いたしました。
プレゼントを組織広報係でお受け取り下さい。

クロスワードパズル
10月号の答え

加部　絢子さん　本田　慶治さん　小林　　圭さん
須崎ななみさん　片岡　美幸さん

A B C D

1

9 10

1211

2

7 86

15

16

14

13

19

17 18

21 22

20

3 54

C

D

A

B



17

エキバシャ

【タテのカギ】
１　どうしよう…、学校が始

るのにまだまったく片付

いていない…

２　頑丈な囲い

３　えっ！　ショックで言葉

が出てこない…

４　不安定なこと

５　南極、ユーラシア

８　耳にあてると波の音が聞

こえる!?

９　○○は金なり

10　ハワイやグアム

12　クーラーよりも電気代が

お得！

15　低くて追試験を受けるは

めに…

17　木材の表面を削る大工道

具

18　遊園地の○○○屋敷に入

って度胸試し

19　遺跡から発掘される

【ヨコのカギ】
１　浜辺に吹いてくる

４　夏祭りに行くときの衣裳

６　「百合」と書く植物

７　風呂に入るととれる

９　○○○満面の笑み

10　カモメやカワセミなど

11　バッターが立つ場所

13　パスポートがないと行け

ない

14　ハンコのこと

15　住職さんが管理

16　カラメルソースをかけて

食べる洋菓子

17　タタキが美味い魚

19　「静」の反対

20　肌のお手入れは○○○ケ

ア

21　洋風だとバルーン

22　○○○は人の為ならず

¡正解者５名の方にすてきなプレゼントを
　さしあげます。なお、正解者多数の場合
　は抽選とさせていただきます。
《応募方法》左下の点線の部分を事務所内
（販売機横）の投書箱へ。または、組織
広報係までＦＡＸ（78-2556）お願いし
ます。
《締め切り》平成22年12月15日まで
　当選者の発表は「けねべつ」12月号誌上

クロスワードパズル

A B C

クロスワードパズル
住　所

ご意見をお寄せ下さい。（季節の便りなど何でもけっこうです）

氏　名

ＴＥＬ

答え

きりとり線

き
り
と
り
線

きりとり線

き
り
と
り
線

抽選の結果下記の方が当選いたしました。
プレゼントを組織広報係でお受け取り下さい。

クロスワードパズル
10月号の答え

加部　絢子さん　本田　慶治さん　小林　　圭さん
須崎ななみさん　片岡　美幸さん

A B C D

1

9 10

1211

2

7 86

15

16

14

13

19

17 18

21 22

20

3 54

C

D

A

B

あ
と
が
き

　
早
い
も
の
で
今
年
も
残
す
と
こ
一
月
あ
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。
日
ご
と
に
寒

さ
が
増
し
、
朝
晩
の
冷
え
込
み
で
冬
が
近
づ
い
て
く
る
の
を
実
感
さ
せ
ら
れ

ま
す
。

　
冬
に
な
り
寒
く
な
る
ほ
ど
、
体
を
動
か
す
機
会
が
少
な
く
な
り
、
ち
ょ
っ
と

し
た
こ
と
で
怪
我
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
何
か
運
動
を
す
る
前
に
は
十
分

に
体
を
伸
ば
し
、
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
季
節
の
変
わ
り
目
に
よ
る
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
る
時
期

に
な
り
ま
し
た
が
、
十
分
な
栄
養
管
理
と
し
っ
か
り
睡
眠
を
と
る
こ
と
で
病
気

に
負
け
な
い
体
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　
間
も
な
く
雪
が
降
り
積
る
と
思
い
ま
す
が
、
出
か
け
る
際
に
は
交
通
事
故
に

も
十
分
に
注
意
し
て
、
冬
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
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編集／計根別農業協同組合  営農部  営農企画課
発行日／平成22年11月30日

纐纈前組合長　根室農業大賞受賞

忙しい中、駆け付けた伊東衆議院議員

今回受賞した竹田夫妻と纐纈夫妻

佐々木委員長より記念品を授与

謝辞を述べる纐纈前組合長

　平成22年度第３回根室農業大賞を纐纈前組合長が受賞し11月19日ウエディﾝグ
プラザ寿宴にて表彰式及び祝賀会が開催されました。
　「根室農業大賞」は「根室管内農業賞」から平成20年３月に新しく根室管内に
おいて農業経営の模範となるべき優れた経営の実践者、及び顕著な功績のあった
指導者を表彰する事を目的として制定され、今年度においてはＪＡ中春別の竹田
國男氏と当組合から纐纈前組合長が功績を讃え功労部門の受賞となりました。
　受賞に際し、伊東良孝衆議院議員をはじめ中標津、別海町長や根室管内各ＪＡ
の関係者約70名がお祝いに駆け付け盛大に祝賀会を行いました。
　尚、根室農業大賞の受賞については昨年、根室の松下隆之氏が本賞制定後、初
の受賞を受け今回で3名の受賞となりました。


